
 
７

月
の

第
三
月

曜
日

が
祝
日

で
、

ひ
と

月
と

ば
し

の
例

会
。

暑
い
な

か
、

１
０
人

が
元

気
に

顔
を

合
わ

せ
、

太
平

記
に
挑

み
ま

し
た
。

今
回

は
い

よ
い

よ
前

半
の

ク
ラ

イ
マ
ッ

ク
ス

、
鎌
倉

幕
府

の
滅

亡
。

後
に

対
立

す
る

新
田
氏

と
足

利
氏
が

裏
面

で
連

携
し

な
が

ら
、

怒
涛

の
攻
撃

を
繰

り
広
げ

た
合

戦
劇

を
た

ど
り

ま
し

た
。

９
月
も

祝
日

の
関
係

で
例

会
は

休
み

。
そ

こ
で

紀
州

の
田
辺

・
湯

浅
に
旅

す
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た
。
こ
の
日
、
読
ん
だ
箇
所
は
以
下
の
よ
う
で
す
。
 

 

（
一
）

 長
崎
次
郎
禅
師
御
房
を
殺
す
事
（
二
）
義
貞
叛
逆
の
事
 

尊
氏
、
義
貞
の
謀
反
露
見

（
ｐ
９
９
～
１
０
２
）
 

 
人
質
の
尊
氏
嫡
子
千
寿
王
が
行
方
を
く
ら
ま
し
た
。
伊
豆
に
い

た
庶
子
の
竹
若
も
逃
亡
す
る
が
、
北
条
方
に
見
つ
か
り
斬
ら
れ
る
。
 

一
方
、
新
田
義
貞
も
、
戦
費
調
達
に
来
た
幕
府
の
使
節
を
新
田
庄

の
世
良
田
で
斬
り
、
叛
意
を
明
白
に
す
る
。
こ
の
二
件
で
、
い
よ

い
よ
、
足
利
・
新
田
ｖ
ｓ
北
条
の
鎌
倉
攻
防
戦
が
始
ま
っ
た
。
 

※
尊
氏
の
子
ど
も
た
ち
 
尊
氏
に
は
惣
領
の
兄
高
義
が
い
て
、
自

分
は
足
利
一
族
の
庶
家
か
ら
妻
を
娶
っ
た
。
そ
の
子
が
竹
若
。
と

こ
ろ
が
兄
が
夭
折
し
て
思
い
か
け
ず
家
督
を
継
ぐ
こ
と
に
。
そ
こ

で
、
北
条
氏
の
名
門
赤
橋
家
か
ら
正
妻
を
迎
え
る
。
登
子
と
い
い
、

二
代
将
軍
と
な
る
義
詮
、
初
代
鎌
倉
府
公
方
基
氏
を
生
ん
だ
。
ほ

か
に
身
分
不
詳
の
女
「
越
前
局
」
に
産
ま
せ

た
直

冬
が

い
る

が
、
 

尊
氏
は
認
知
せ
ず
、
後
に
父
子
間
の
戦
闘
に
発
展
す
る
。
 

（
三
）
天
狗
越
後
勢
を
催
す
事
 

義
貞
、
挙
兵
し
、
鎌
倉
街
道
を
南
下

（
ｐ
１
０
３
～
１
０
６
）
 

 
義
貞
は
元
弘
３
年
( １

３
３
３
) ５

月
８
日
、
新
田
荘
内
の
生
品

神
社
で
挙
兵
、
高
崎
の
辺
ま
で
西
進
し
た
後
、
利
根
川
を
越
え
て

武
蔵
国
に
進
撃
し
た
。
こ
れ
は
越
後
の
新
田
一
族
と
合
流
す
る
た

め
の
予
定
の
行
動
だ
っ
た
よ
う
だ
。
４
日
後
の
５
月
１
２
日
に
は

世
良
田
で
千
寿
王
が
挙
兵
、
直
ち
に
利
根
川
を
渡
河
し
、
鎌
倉
街

道
で
新
田
軍
に
追
い
つ
い
た
。
 

※
 
新
田
岩
松
氏
の
役
割
 
千
寿
王
が
新
田
荘
世
良
田
で
挙
兵
し
 

た
の
は
、
鎌
倉
脱
出
後
、
こ
こ
に
匿
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
義
貞
挙
兵
後
、
間
髪
を
入
れ
ず
出
撃
し
、
新
田
軍
と

合
流
し
て
鎌
倉
攻
撃
に
臨
ん
で
い
る
の
も
、
新
田
・
足
利
両
氏
間

の
事
前
工
作
を
伺
わ
せ
る
。
そ
の
間
の
橋
渡
し
役
が
新
田
岩
松
氏

で
は
な
か
っ
た
か
。
岩
松
氏
は
新
田
一
族
で
は
あ
る
が
、
そ
の
祖

岩
松
時
兼
は
新
田
義
兼
の
娘
と
足
利
義
純
と
の
子
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
新
田
、
足
利
両
氏
は
系
譜
の
上
で
深
い
関
係
が
あ
っ
た
。
岩

松
氏
関
係
文
書
の
中
に
は
、
鎌
倉
攻
撃
に
先
立
つ
元
弘
３
年
４
月

２
２
日
付
で
、
尊
氏
か
ら
岩
松
氏
当
主
に
宛
て
た
「
北
条
高
時
退

罰
御
内
書
」
と
題
す
る
文
書
目
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
両
氏
が
蜂

起
前
か
ら
連
絡
を
取
っ
て
い
た
証
拠
と
目
さ
れ
て
き
た
。
 

（
四
）

 小
手
指
原
軍
の
事
 
（
五
）
久
米
川
合
戦
の
事
 

新
田
軍
、
連
戦
、
連
勝

（
ｐ
１
０
８
～
１
１
２
）
 

 
北

条
方

は
新

田
軍

を
撃
破

し
よ

う
と

一
門

の
桜

田
貞

国
を
大

将
と
す
る
大
軍
を
鎌
倉
街
道
に
投
入
し
、
５
月
１
１
日
、
入
間
川

南
方
の
小
手
指
原
で
初
め
て
両
軍
が
激
突
。
新
田
軍
は
、
久
米
川

に
退
い
た
北
条
方
を
さ
ら
に
分
倍
河
原
へ
追
い
詰
め
た
。
 

（
七
）
大
田
和
源
氏
に
属
す
る
事
 

三
浦
一
族
大
田
和
氏
の
援
軍
で
活
路

（
ｐ
１
１
６
～
１
１
８
）
 

 
１
５
日
、
鎌
倉
か
ら
北
条
泰
家
の
援
軍
が
分
倍
に
到
着
し
、
そ

の
勢
い
で
勝
利
す
る
が
、
翌
１
６
日
、
大
田
和
氏
初
め
関
東
一
円

の
反
幕
府
勢
が
参
戦
し
て
北
条
方
は
大
敗
し
、
鎌
倉
に
退
く
。
 

（
八
）
鎌
倉
中
合
戦
 

新
田
義
貞
、
稲
村
ヶ
崎
を
突
破

（
ｐ
１
２
０
～
１
３
０
）
 

 
１
８
日
、
鎌
倉
に
突
入
し
た
新
田
軍
は
、
北
条
方
の
抵
抗
を
各

地
点
で
粉
砕
。
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
極
楽
寺
坂
で
は
、
義
貞
が
竜

神
に
祈
っ
て
稲
村
ヶ
崎
迂
回
に
成
功
し
、
中
心
部
に
迫
っ
た
。
 
 

北
条
泰
家
の
計
略

（
１
４
６
～
１
５
１
）
 

 
幕
府
滅
亡
が
迫
る
の
を
知
っ
た
北
条
高
時
の
弟
泰
家
は
、
高
時

の
次
男
亀

寿
を
諏
訪
上

社
出

身
の
被
官

に
託

し
て
信
濃

に
逃

れ

さ
せ
た
。
泰
家
も
奥
州
を
目
指
し
て
鎌
倉
を
脱
出
す
る
。
亀
寿
は

の
ち
の
相
模
次
郎
で
、
中
先
代
の
乱
の
主
役
。
泰
家
も
時
興
と
名

乗
っ
て
西
園
寺
邸
に
潜
伏
し
、
建
武
政
権
打
倒
を
画
策
す
る
。
 

（
九
）
相
模
入
道
自
害
の
事
 

鎌
倉
幕
府
滅
亡

（
ｐ
１
５
６
～
１
６
１
）
 

 
得
宗
高
時
の
下
で
専
横
を
振
る
っ
た
内
管
領
長
崎
高
資
の
子
、

基
資
は
、
戦
場
か
ら
い
っ
た
ん
東
勝
寺
の
高
時
の
許
に
帰
り
「
今

一
度
、
戦
っ
て
来
ま
す
。
冥
土
の
お
供
を
す
る
ま
で
待
っ
て
い
て

く
だ
さ
い
」
と
言
い
残
し
て
去
っ
た
。
義
貞
の
首
を
狙
う
が
果
た

せ
ず
、
東
勝
寺
に
帰
っ
て
自
害
、
高
時
も
続
い
て
、
元
弘
３
年
５

月
２
２
日
、
執
権
北
条
９
代
の
鎌
倉
幕
府
は
滅
ん
だ
。
 

太平記を読む会第１０回例会 

２０１９年８月１９日 

第１２巻輪読予定ページ（１１月１８日） 

（１） ２１３元弘癸～２１６帰されける 

（２１５それ諸仏～２１６経べし、は 

 読みとばす） 

（２） ２１６清忠帰参～２１８壮観なり 

（３） ２２０同じき八月～２２３召さる 

（４） ２４８元弘三年～２５１飽けり 

（５） ２５１中にも～２５４覚えたり 

（６） ２６０元弘四年～２６４名誉なり 

（７） ２７１兵部卿親王～ 

           ２７４籠め奉る 

（８） ２７４宮は、一間～ 

         ２７８あさましけれ 


